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名古屋千種ロタリクフブ

承認 982年8月24日

例会日 火曜日 1230

例会湯 名古屋東急ホテル

事務局 TEL7635110FAX76352

会長 好 親

斡事 伊藤健文
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情報に惑わされず客観状況を冷静に判断し偏見の無い

気持ちをもって頂きたいと思います。．…･･･…．．……･･･……･………．．"・・今日の例会 ………………………………･”

第1362回平成23年5月17日（火）

講演 "東南アジアでの昆虫採集について″

医学博士 林 昌利様
◆樹木医カシナガ消防団RCC活動報告

隊員板倉賢一様

圃溌t－澱し、＆ ′、竜一,塞一……………･……………．．…･……先週の例会 “･…･･･…‘……．．‘･･･……･…‘，．…‘，｡…

第1361回 平成23年5月10日（火）雨

樹木医カシナガ消防団RCC活動報告

●君が代

◆それでこそロータリー

●ビジター紹介 1名

◆ゲスト紹介 樹木医カシナガ消防団RCC隊員

板倉擬一様

川島大次様

令出席報告

会員 42 （37）名 出席28名

出席率 75， 68％
前々回 4／19（修正出職率）91， 89％

2008年3月に日本樹木医会愛知県支部は、

カシノナガキクイムシ被害を早期に発見し防除す

ることを目的として｢カシナガ消防団｣を結成しま

した。

現在「カシナガ消防団」では、被害地域よりカ

シナガ被害に関するレクチャーを要請された場合

は講師を派遣し、防除作業を要請された場合はで

きる限り実費での奉仕活動をこころがけて参加し

ています。一方、市民への広報などの対応不足、

機材の不足等いろいろな問題もありましたが、R

I会長より2010年11月9日に名古屋千種ロ

ータリークラブが提唱クラブとしてRCC(ロー

タリー地域社会共|司隊） として承認され、これを

機会に今まで以上の本格的な活動を目指しており

ます。 2011年5月の定例会に2010年の活

動報告を行いました。以下はその概略です。

｜伊藤幹事報告 ’

本日例会終了後、 1M打ち合わせ会を開催致します

ので、担当の方は4階桐の間にお集まり下さい。

ロータリーの友5月号が来ておりますので、お帰り

にお持ち下さい。

l)

2）

| 三好会長挨拶 ’

皆さんこんにちは1 1

先だって、皆さんにお願いしました震災義援金の内50

万円につきましては、既に地区にて取りまとめて頂き拠

出しました。そして被災された第2530地区より避難所
等ではここに来て物贋が足りている状態である旨の報

告を丁重なるお礼の書面が届いております。

そんな状況下放射能に対する風評も重なり様々な被害

が出てきています。被災地区の物は危ないから買わない

とか､食べないとかさらには被災地から他県に商用で訪
れた時入室を断られるという前代未聞の事象も報告さ

れています。

どうか皆さん、放射能に対する正しい知識を持ち周囲の

1、被害の広がり傾向

被害は、市街地や公園から東部の丘陵地帯へ広

がり、またおおよそ東南方向へ進む傾向がある。

東方向では矢作川を越え、南方向では知多市の大

興禅寺まで進んでいる。今後は、東海環状道路沿

いに東から南へと拡大していくものとみられる。

現に、藤岡周辺ではその傾向が顕著である。

会長テマ『自然に優しく 1人に優しく 1おもいやりﾉを！ 』 本紙は御k紙を他1111Lております



2、カシナガ消防団の2010年の主な調査地域

慨舞公悶・小幡緑地・モリコロパーク・春日井

市・長久手町・藤岡・猪高緑地・吉根・知多市大

腿禅寺（日本福祉大学と協働作業）

2010-2011年被害図
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3， 2010年の被害の特徴 供
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・夏の猛暑の影響と思われるが、小径木や被害程

度が少ないものでも枯れる個体が多かった。

・大径木が多く枯れた場所でもきちんと伐倒処置

をおおなった場合は、被害の拡大を最小|股にとど

めることができることがわかった。

・被害が東部丘陵の山林地帯に移っており、 1本

1本の木を守ることは不可能になってきている。

防除対策は、個別の木の対応から面的対応に変化

しつつある。

・大径木が枯れた場合、当地のボランティア団体

では危'倹な伐採作業は難しいので、樹木医会の有

志による伐倒作業を行う機会が贈えた。これは当

然無償行為であるので、個人所有のものは対象と

はせず、公共的な場所に限定して行った。

・カシノナガキクイムシに侵入されても生き残っ

た樹体は、胴吹きを多く発生し幹から樹液を盛ん

に出す傾向がある。

．以上の作業のために購入した主な物品を列挙す

ると、樹幹注入用の薬剤（これが最も多額となる

約35万円） 、防御用ストレッチフィルム等（約

1万円） 、伐倒用チェーンソー等（約8万円） 、

樹体の枯れを判断する水分計（約2万円） 、その

他消耗品（約4万円）であった。被窯拡大を防止

するために大きな力となったことを強調したい。
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1油田弘佑
'林 正路

|加藤重雄

|小杉啓彰
!三好 親

|大谷 恩

|鈴木聖三
｜和田正敏

｜ 社会活動
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足立一郎

伊藤健文
川端 圭

松居敬二

西川豊長

笹野義春

竹内眞三

吉田節美

ご苦労様です

萩原喜代子

樫尾富二

小林英毅

宮尾紘司

大口弘和

鈴木理之

舎人経昭

吉田 玄

｜ 合計38， 000円 ’
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会長より活動運営補助金をお渡ししました。

錦の間
准教授 金華様

次回例会平成23年5月24日 （火） 3階
講演 “私とRC及び中国の現状”中国華南理工大学外国語学院
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